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400
調査会（1925～1961）とその時代』，2010年 3月，春風社，253～305頁）に記してあります。
社会科学研究所が改組されて，アジア太平洋研究センターが発足し，その 9ヵ月後に，早稲田大学
では最初の独立大学院であるアジア太平洋研究科が組織された結果，社会科学研究所での研究活動を
中心とした生活から，そこに大学院での教育活動が加わり，同時に学内外での行政関係の仕事も増え
ました。また，2002年に在外研究で 1年間にわたりニュージーランドに滞在しましたので，経済学
教育や IPR研究で，既に同国の研究者とは協力関係にありましたが，改めてニュージーランドを地
域研究の対象として取り上げ，第 3番目の研究領域となりました。また，日本ニュージーランド学会
では，4期 8年間にわたり会長を務めた結果，ニュージーランドとの関係が深まりました。それは，
在外研究が終了した 2003年以降は，毎年，1～2回，同国を訪問し，ニュージーランドの大学の先生
方と交流を深めた結果でもあります。今後，ニュージーランドに関して執筆した 28編のエッセイを
取り纏めて，冊子として出版する計画を立てております。
最後に，これまでのご支援に対して，すべての関係者の皆様に心より御礼を申し上げると共に，定
年退職後も，学会や研究会などの様々な機会に，皆様方とお会いできることを楽しみにしております。
長い間にわたり，ご支援とご協力を賜り，ありがとうございました。
 山岡道男
